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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

非破壊検査協会（JSNDI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規

格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規

格である。 

これによって，JIS Z 2332:1993 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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圧力変化による漏れ試験方法 
Leak testing method using pressure change  

 
1 適用範囲 

この規格は，試験体外部又は内部を加圧又は減圧し，一定時間経過前後の圧力変化によって気体の漏れ

量を測定する漏れ試験方法について規定する。 

警告 この規格に基づいて試験を行う試験担当者は，通常の試験場での作業に精通していることを前

提とする。この規格は，その使用に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱うものではな

い。試験担当者は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置をとらなければなら

ない。 

注記 圧力変化による漏れ試験方法は，原理的には様々なガスを使用しても成立するが，安全性，経

済性などの理由で，空気又は窒素で実施されることが多く，この規格もこれを前提に規定する。

また，試験ガスの圧力及び温度は，理想気体とみなせる状態にあるものとする。さらに，必要

に応じてフィルタ及び／又はドライヤによって処理し，ガスの品質（異物の除去，露点の低下

など）が確保されているものとする。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 2300 非破壊試験用語 

JIS Z 2330 非破壊試験－漏れ試験方法の種類及びその選択 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 2300 によるほか，次による。 

3.1 

マスタ容器 

マスタ容器対比法及び差圧法で試験体と同時に測定し，測定値を比較するための，試験体と同じ内容積

の漏れのない容器。同じ仕様で量産されている試験体の場合，別の方法によって漏れのないことを確認し

たものを比較のために用いる場合は，それを指す。 

3.2 

等価内容積 

圧力変化試験において，試験体又は試験回路の内容積が，加圧，減圧及び／又は漏れによる圧力変化に

伴い，膨張又は収縮して検出中に変化する場合，その容積変化を包括して漏れ量の計算を行うための見か

けの内容積。 
 


